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１２
月
１５
日
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天 

谷 

範 

夫 

蕨
駅
改
札
口
に
私
を
含
め
、
１０
名
が
集
合
。
駅

西
口
か
ら
中
山
道
に
向
か
っ
て
、
商
店
街
を
進
む
。

本
日
最
初
の
見
学
は
、
長
泉
院
で
す
が
、
鐘
楼
が

二
階
建
の
屋
上
に
有
る
為
、
う
ま
く
写
真
が
取
れ

ず
諦
め
ま
し
た
。
中
山
道
一
つ
手
前
の
裏
道
を
南

に
進
み
、
観
音
堂
、
玄
蕃
稲
荷
と
み
て
、
蕨
宿
入

り
口
に
。
こ
こ
か
ら
、
ま
ず
は
、
歴
史
民
俗
資
料

館
分
館
へ
。
も
と
は
織
物
買
継
商
の
家
で
、
庭
、

建
物
の
管
理
状
態
も
良
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
次
に
向
か
っ
た
歴
史
民
俗
資
料
館
は
隣
接
し

て
本
陣
入
り
口
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
蕨
宿
の

地
域
模
型
や
当
時
の
食
事
な
ど
の
展
示
が
有
り
ま

し
た
が
、
全
体
に
内
容
が
い
ま
い
ち
で
し
た
。
行

程
を
入
れ
替
え
て
、
蕨
城
址
公
園
へ
向
か
い
、
こ

こ
で
昼
食
、
休
憩
。 

 

午
後
は
隣
の
和
楽
備
神
社
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。

中
山
道
に
戻
り
、
更
に
北
へ
向
か
い
ま
す
。
地
蔵

堂
、
三
学
院
に
よ
り
三
重
塔
、
鐘
楼
な
ど
を
見
て

中
山
道
に
戻
り
、
旧
家
や
民
家
を
見
な
が
ら
、
春

日
神
社
へ
。
こ
こ
か
ら
は
、
帰
り
行
程
で
、
１
７

号
を
渡
り
、
川
沿
い
の
桜
並
木
を
少
し
歩
き
、
蕨

高
校
手
前
か
ら
駅
へ
と
向
か
い
ま
す
。
駅
前
に
て

お
茶
タ
イ
ム
。
今
年
最
後
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
話

も
色
々
は
ず
ん
だ
よ
う
で
す
。 

★
蕨
郷
お
よ
び
蕨
宿
の
歴
史 

文
献
上
、
地
名
「
わ
ら
び
」
の
初
出
は1

3
5
2

年
に
表
さ

れ
た
『
渋
川
直
頼
譲
状
写
』
（
賀
上
家
文
書
）
に
見
え
る
、

「
武
蔵
国
蕨
郷
上
下
」
で
あ
る
。 

地
名
の
由
来
に
つ
い
て

は
諸
説
あ
り
、「
藁
火
（
わ
ら-

び
）」
説
と
「
蕨
」
説
に
大

別
さ
れ
る
。「
藁
火
」
説
で
は
、
源
義
経
が
立
ち
の
ぼ
る
煙

を
見
て
「
藁
火
村
」
と
名
付
け
た
、
在
原
業
平
が
藁
を
焚

い
て
も
て
な
し
を
受
け
た
こ
と
か
ら
「
藁
火
」
と
命
名
し

た
、
な
ど
と
い
わ
れ
る
。 

「
蕨
」
説
に
は
、
近
隣
の
戸
田

郷
や
川
口
郷
に
も
見
ら
れ
る
「
青
木
」
「
笹
目
」「
美
女
木

（
び
じ
ょ
ぎ
）」
な
ど
と
い
っ
た
植
物
由
来
地
名
と
同
様
、

蕨
（
ワ
ラ
ビ
）
が
多
く
自
生
す
る
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
基

づ
く
命
名
と
す
る
も
の
、
僧
・
慈
鎮
（
じ
ち
ん
）
の
歌
「
武

蔵
野
の 
草
葉
に
勝
る
早
蕨
（
さ
わ
ら
び
）
を 

実
（
げ
）

に 

紫
の
塵
か
と
ぞ
見
る
」
を
も
っ
て
「
蕨
」
と
し
た
と
見

る
も
の
、
な
ど
が
あ
る
（
「
蕨
市#

歴
史
」
も
参
照
）
。 

平
安
時
代
末
期
に
金
子
家
忠
の
一
族
が
保
元
の
乱

（1
1
5
6

年
）
や
平
治
の
乱
（11

5
9

年
）
を
落
ち
延
び
て
蕨

本
村
（
法
華
田
〈
ほ
っ
け
だ
〉、
現
・
錦
町
5
丁
目
付
近
）

に
住
み
着
き
、
蕨
郷
の
開
発
に
着
手
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

戦
国
時
代
に
は
蕨
城
（
足
利
氏
一
族
・
渋
川
氏
の
居
城
）

が
あ
り
、
市
も
開
か
れ
て
い
た
た
め
、
宿
場
と
し
て
成
立

す
る
基
礎
が
あ
っ
た
。
蕨
宿
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
江

戸
時
代
初
期
の1

6
1
2

年
と
す
る
説
が
有
力
で
、在
地
有
力

者
の
岡
田
氏
が
本
陣
を
務
め
た
。 
                

『
木
曾
街
道 

蕨
之
驛 

戸
田
川
渡
場
』 

1835-1837

年 

渓
斎
英
泉 

画 

蕨
宿
の
近
隣
に
あ
っ
て
一
帯
の
水
運
を
担
う
戸
田

の
渡
し
が
描
か
れ
て
い
る
。
人
馬
の
別
無
く
舟
に
乗

り
合
い
、
白
鷺
が
舞
う
戸
田
川
を
往
く
、
天
保
の
頃

の
人
々
の
の
ど
か
な
様
子
で
あ
る
。
対
岸
の
渡
し
場

に
続
く
道
の
左
右
に
は
戸
田
村
の
家
々
が
見
え
る
。

渡
船
権
は
こ
の
村
が
握
っ
て
い
た 

蕨
宿
の
特
徴
道
中
奉
行
に
よ
る1

8
4
3

年
の
調
べ
で
、

4
町
か
ら
な
る
町
並
み10

町
（
約1.1km

）。
宿
内
人
口

2,223

人
（
う
ち
、
男1,138

人
、
女1,085

人
）
。
宿
内

発行責任者 
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家
数

4
3
0

軒
（
う
ち
、
本
陣
2
軒
、
脇
本
陣
1
軒
、
旅

籠
〈
は
た
ご
〉
23
軒
。
問
屋
場1

箇
所
、
高
札
場1

箇
所
）

で
あ
っ
た
。
通
常
客
が
利
用
す
る
平
旅
籠
は
問
題
無
か
っ

た
が
、
蕨
宿
の
飯
盛
旅
籠
お
よ
び
飯
盛
女
（
め
し
も
り-

お
ん
な
）
は
強
引
な
客
引
き
が
ひ
ど
く
、
旅
人
は
難
儀
し

た
と
い
う
。 

そ
の
た
め
、
江
戸
末
期
に
は
旅
人
が
安
心
し

て
泊
れ
る
よ
う
、
平
旅
籠
の
講
と
呼
ば
れ
る
旅
館
組
合
が

組
織
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
戸
田
の
渡
し
（
後
述
）
の
川

留
め
に
備
え
て
東
隣
り
の
塚
越
村
に
も
本
陣
が
置
か
れ
、

二
の
本
陣
、
あ
る
い
は
東
の
本
陣
と
呼
ば
れ
た
。 

 
 
 

江
戸
の
昔
、
蕨
宿
の
周
り
に
は
用
水
と
防
備
を
兼
ね
た

構
え
堀
が
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
堀
に
面
し
た
家
々
に
は
小

さ
な
跳
ね
橋
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
早
朝
下
ろ
さ
れ
、
夕

刻
に
な
る
と
跳
ね
上
げ
ら
れ
た
。 

宿
場
の
出
入
口
で
あ
る

上
下
の
木
戸
も
同
じ
時
刻
に
閉
じ
ら
れ
る
の
で
、
夜
の
蕨

宿
は
隔
絶
さ
れ
た
小
さ
な
空
間
と
な
っ
て
い
た
。 

跳
ね
橋

は
、
北
町
の
一
角
に
一
つ
の
み
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
残

さ
れ
て
い
る
（
徳
丸
家
の
跳
ね
橋
）。 

こ
の
よ
う
に
防
火

に
怠
り
無
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
蕨
宿
は
し
ば
し
ば
大
火

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
で
も
古
民
家
な
ど
が
多
数
健

在
で
、
か
つ
て
の
面
影
を
伝
え
る
町
並
み
を
残
し
て
い
る
。 

       

                            

                            

資料館分館               本陣            和楽備神社 

旧家              地蔵堂               三学院 

三学院本殿               旧家              春日神社 
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夫 

サ
ー
ク
ル
計
画
外
で
、
義
士
祭
を
計
画
し
ま
し

た
が
、
雨
の
為
計
画
は
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、

予
定
を
空
け
て
有
っ
た
の
で
、
個
人
で
行
っ
て
き

ま
し
た
。
祭
と
言
っ
て
も
、
お
寺
の
法
要
が
主
た

る
も
の
な
の
で
、
門
前
や
、
境
内
の
露
店
が
色
を

添
え
る
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
午
後
３
時
過
ぎ
る

と
義
士
の
装
束
に
扮
し
た
行
進
が
見
ら
れ
る
そ
う

で
す
が
、
私
は
雨
の
中
を
待
つ
気
力
は
持
っ
て
無

か
っ
た
の
で
昼
前
に
上
が
り
ま
し
た
。
写
真
で
雰

囲
気
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

★
元
禄
14
年
3
月
14
日
（1

7
01

年
4
月
21
日
）
、
江

戸
城
内
松
の
廊
下
で
、
赤
穂
藩
主
浅
野
内
匠
頭
が
吉
良
上

野
介
に
突
然
斬
り
掛
か
る
（
松
の
廊
下
事
件
）
。
事
件
が

勅
使
饗
応
の
直
前
だ
っ
た
の
で
、
将
軍
・
徳
川
綱
吉
は
殊

の
ほ
か
激
怒
し
、
浅
野
内
匠
頭
に
即
日
切
腹
を
、
赤
穂
藩

に
は
お
取
り
つ
ぶ
し
の
断
を
下
し
た
。
一
方
の
相
手
の
吉

良
上
野
介
に
対
し
て
は
、
手
向
か
い
し
な
か
っ
た
た
め
何

の
お
と
が
め
も
な
し
。
こ
の
裁
き
を
片
手
落
ち
と
考
え
た

家
老
の
大
石
内
蔵
助
以
下
の
赤
穂
藩
の
藩
士
た
ち
は
激
怒
。

無
抵
抗
で
城
を
明
け
渡
す
も
、
吉
良
上
野
介
に
対
し
て
密

か
に
仇
討
ち
を
計
画
し
、
元
禄
15
年
12
月
14
日
（1703

年
1
月
30
日
）
、
大
石
以
下
４７
人
の
赤
穂
浪
士
が
吉
良

邸
に
侵
入
、
吉
良
を
討
ち
取
っ
て
主
君
の
仇
討
を
果
た
し

た
。 

                            

                            

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
サ
ー
ク
ル
計
画
外
）
義
士
祭 

 
 
 
 

１２
月
１４
日 
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